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みなさんには
この １ 年どんなことが
ありま し たか？
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◆ケーブ ルテレビ本放送がスタート
　市が整備を進めていたラストワンマイル事業が完了し、�月から吉備

ケーブルテレビによる自主放送や市からの行政放送が開始されました。

��������	
�
��
◆カナダシドニー市と姉妹都市縁組締結
　�月��日、石垣市長を団長とする公式訪問団がカナダブリティッ

シュコロンビア州シドニー市を訪れ、姉妹都市縁組を結び、今後の

友好を誓いました。

��������
◆大佐「夏日の極上水」が平成の名水百選に
　大佐 上  刑  部  夏  日 地区に湧き出る「夏日の極上水」が、環境省の選定

かみ おさ かべ なつ ひ

した平成の名水百選（全国���か所）に、県内で唯一認定されました。

��������	
���
◆大佐グラウンドが完成
　�月��日、大佐小南に整備を進めていた大佐グラウンドが完成し、

記念式典が開かれ、早速、学童軟式野球大会やゲートボール大会が

行われました。

この�年こんなことがありました ことがあり ま し た

走の声が聞かれるようになりま走の声が聞かれるようになりま

みると、本市でもさまざまなこみると、本市でもさまざまなこ

なニュースを紹介します。なニュースを紹介します。

��������	
���
◆第��回全国ブランド牛交流会
　��月��日、松阪牛や近江牛といった全国のブランド牛生産者がこ

こ新見の地に集まり、和牛生産についての意見や情報交換などを行

いました。



�
市報にいみ 第４５号
������������

���������	
��
�
◆新見市制�周年記念式典
　新見市制�周年を記念したセレモニーが行われ、合併後、未制定で

あった市民憲章と市のシンボルが決定し、みなさんに公表されました。

��������	
�
◆牧阿佐美バレヱ団「白鳥の湖」公演
　��月��日、全国でも有数の牧阿佐美バレヱ団による「白鳥の湖」

全幕公演が行われ、県内外から会場へ詰めかけた観客を大いに魅了

しました。

今年を振り返っ て

この    この���年こんなことがありました年 こん な 

今年もあと　今年もあと��か月を切り、師か月を切り、師

した。このした。この��年間を振り返って年間を振り返って

とがありました。その中から主とがありました。その中から主

��������	

◆内科医師を市内病院に派遣
　県内の大規模病院が連携し、地域医療を支えるために医師を派遣

する県の事業で、県下で初めて本市内の病院に医師が着任しました。

���������	
��
◆新見市学術交流センターが開所
　�月�日、市民と短大の距離を縮め、子育てや介護、健康増進な

どの支援を目的に、新見市学術交流センターがオープンしました。

��������	
��
���
◆認定こども園「上市幼稚園」で入園・開園式
　�月��日、これまでの幼稚園に保育所や子育て相談などの支援機能

を持たせた認定こども園上市幼稚園が市内では初めて設置されました。
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地
域
開
催

　

�
月　

日
�
の
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
市
内　

会

��

��

場
で
地
域
住
民
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
公
共
交
通
網
の
整
備
や
自
主
防

災
組
織
の
整
備
、
廃
校
舎
を
利
用
し
た
地
域
振
興
策
の
展
開
、
集

落
機
能
対
策
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
よ
る
告
知
放
送
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
市
政
に
つ
い
て
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

�
月　

日
�
、
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を

��

刑
部
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
�
年
生
児
童
の
算
数
の
授
業
を
参
観
し
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
�
年
生　

人
か
ら
源
流
太
鼓
の
猛
特
訓
を
受
け
、

��

児
童
と
交
流
し
た
後
「
お
お
さ
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
は
「
大
佐
で
暮
ら
す
小
中
学
校
時
代
に
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
り
、
大
学
進
学
後
も
ふ
る
里
に
帰
り
、

新
見
市
を
支
え
て
欲
し
い
。」と
子
ど
も
た
ち
に
や
さ
し
く
語
り
掛

け
ま
し
た
。

　
　

月
�
日
�
、
健
康
の
森
学
園
に
お
い
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

��
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
「
ほ
だ
木
」
を
移
動
さ
せ
る
作
業
を
一

緒
に
行
い
、
園
生
と
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
授
産
施
設
利
用
者　

人
と
地
域
公
共
交
通
の
利

��

便
性
向
上
や
福
祉
施
設
の
存
続
、
労
働
の
場
の
確
保
な
ど
市
の
福

祉
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

刑
部
小
学
校（
大
佐
）

■
テ
ー
マ「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち 
お
お
さ 
み
ん
な
ど
こ
が
好
き
？
」

健
康
の
森
学
園（
哲
多
町
）

■
テ
ー
マ「
住
み
よ
い
ま
ち　

新
見
に
つ
い
て
」

  刑部小学校（�月��日）

　

�
月　

日
�
か
ら　

月　

日

��

��

��

�
ま
で
、
今
年
も
市
内
各
所
で

市
政
懇
談
会
「
市
長
と
フ
リ
ー

ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
�
�
�
人
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人

た
ち
と
石
垣
正
夫
市
長
が
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今今今今今今
年年年年年年
もももももも
幅幅幅幅幅幅
広広広広広広
いいいいいい
年年年年年年
代代代代代代
のののののの
人人人人人人
とととととと

今
年
も 
幅
広
い
年
代
の
人
と

意意意意
見見見見
をををを
交交交交
換換換換
！！！！

意
見
を
交
換
！

市
長 
と 
フ
リ
ー
ト
ー
ク
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月　

日
�
、
介
護
老
人
保
健
施
設
く
ろ
か
み
に
お
い
て
、
市
内

��

��

病
院
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
看
護
師
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
医
療
現
場
の
実
状
を
説
明

し
、
若
い
看
護
師
を
新
見
に
残
す
た
め
の
提
案
、
小
さ
い
子
ど
も
が

い
る
看
護
師
へ
の
子
育
て
支
援
策
充
実
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
、
市

長
も
医
療
現
場
の
状
況
改
善
に
努
力
し
、
今
後
も
国
や
県
に
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

 　
　

月　

日
�
、
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
神

��

��

代
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
�
年
生
の
図
画
工
作
の
授
業
を
参
観
し
、
校
庭
の
イ
チ

ョ
ウ
の
大
木
か
ら
採
れ
る
「
ぎ
ん
な
ん
」
の
袋
詰
め
作
業
を
手
伝
い
、

そ
の
後
、
給
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
市
長
と
�
年
生
の
児
童　

人
が
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を

��

行
い
ま
し
た
。
市
長
は
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
臨
ん
だ
全
国
初
の
電

子
投
票
や
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
、
ま
た
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
救
急
ヘ
リ
の
夜
間
飛
行
な
ど
、
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
掛
け

る
意
気
込
み
を
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
、
児
童
も
自
分
た
ち
の
夢
を
語
り
、
市
長
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　 
〜
公
募
型 
市
政
懇
談
会 
「
お
で
か
け
市
長
室
」も
開
催
〜

　

開
催
を
希
望
す
る
団
体
か
ら
の
要
請
に
応
え
、
市
長
が
会
場
に
出

向
い
て
懇
談
を
行
う「
お
で
か
け
市
長
室
」を
本
年
度
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
�
件
の
申
込
み
が
あ
り
、
子
育
て
支
援
策
や
、

医
療
・
福
祉
な
ど
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
※
開
催
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
企
画
課
企
画
広
報
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企
画
広
報
係
（
�
�
�
�
�
�
）

介
護
老
人
保
健
施
設 
く
ろ
か
み（
高
尾
）

■
テ
ー
マ「
新
見
の
医
療
現
場
の
環
境
に
つ
い
て
」

神
代
小
学
校（
神
郷
）

■
テ
ー
マ「
わ
た
し
の
夢
」

  地域開催（第 � 回）  健康の森学園（��月�日）

  介護老人保健施設 くろかみ（��月��日）   神代小学校（��月��日）

  おでかけ市長室にて
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月
末
を
も
っ
て
、
長
年
に

��
わ
た
り
神
郷
地
域
住
民
の
健
康

を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た 
仙  
田 

せ
ん 

だ

 
尚  
仁 
医
師
が
、
ご
家
庭
の
事
情

た
か 

ひ
と

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
田
医
師
は
、
昭
和　

年
�

��

月
に
旧
神
郷
町
国
民
健
康
保
険

神
代
診
療
所
の
所
長
と
し
て
赴

任
さ
れ
、
以
来　

年
間
に
わ
た

��

り
、 

内  
藤  
紘  
彦 
医
師
と
と
も
に

な
い 

と
う 

く
に 

ひ
こ

市
内
の
複
数
の
診
療
所
に
勤
務

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
お
別
れ

す
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
す
が
、

今
は
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
、
新
天
地
で
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
仙
田
医
師
の
後

任
を
探
す
た
め
、
医
師
会
な
ど

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

県
内
外
の
各
方
面
に
働
き
か
け

た
と
こ
ろ
、
新
見
市
出
身
で
香

川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
勤

務
さ
れ
て
お
ら
れ
た 
宮  
下  
浩  
明 

み
や 

し
た 

ひ
ろ 

あ
き

医
師
（　

歳
）
が　

月
か
ら
神

��

��

代
診
療
所
へ
着
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

神代診療所へ新しい先生が来られます

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

　

宮
下
医
師
は
、
自
治
医
科
大

学
等
に
勤
務
さ
れ
た
経
験
が
あ

る
内
科
医
師
で
、
地
域
医
療
に

つ
い
て
も
造
詣
が
深
く
大
変
心

強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
任

の
内
藤
医
師
と
と
も
に
、
神
代

診
療
所
を
拠
点
に
新
郷
・
油
野
・

高
瀬
・
足
立
の
�
つ
の
診
療
所

に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

医
療
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

医
師
不
足
は
、地
方
・
都
市
を

問
わ
ず
全
国
各
地
で
深
刻
化
し

て
い
る
問
題
で
あ
り
、
後
任
医

師
の
確
保
に
つ
い
て
も
心
配
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
関
係
機
関

の
ご
協
力
に
よ
り
診
療
所
を
休

診
・
縮
小
す
る
こ
と
な
く
早
急

に
医
師
の
確
保
が
実
現
し
、
大

変
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
医
師
の
確
保
と
医

療
体
制
の
充
実
に
努
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

月　

日
�
、
東
京
都
文
京

��

��

区
に
あ
る
東
京
大
学
大
学
院
理

学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
（
通

称：

小
石
川
植
物
園
）
で
、
石

垣
市
長
を
は
じ
め
、
杉
新
見
市

議
会
議
長
、 
岡  
崎  
允 
新
見
市
ま

お
か 

ざ
き 
ま
こ
と

ち
づ
く
り
審
議
会
会
長
、 

山  
口 

や
ま 

ぐ
ち

 
紀  
久  
子 
同
副
会
長
な
ど
が
参
加

き 

く 

こ

し
、
本
市
か
ら
寄
贈
し
た
「
ア

テ
ツ
マ
ン
サ
ク
」
�
本
の
補
植

を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
は
、
故 
牧 

ま
き

 
野  
富  
太  
郎 
博
士
が 
黒  
髪  
山 
（
新

の 

と
み 

た 

ろ
う 

く
ろ 

か
み 

や
ま

見
）
で
原
種
を
発
見
し
、「
ア
テ

ツ
」
の
地
名
を
樹
木
に
名
付
け

た
、
新
見
地
方
に
縁
の
あ
る
木

で
あ
り
、
同
植
物
園
に
も
�
�

�
�
年
に
研
究
標
本
と
し
て
植

樹
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
�
�
�
�
年
に
周

辺
の
樹
木
が
倒
木
し
た
際
、
植

え
ら
れ
て
い
た
ア
テ
ツ
マ
ン
サ

ク
を
直
撃
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
、
衰
弱
・
枯
死
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
過
を
耳
に
し
、

加
え
て
本
年
�
月
に
本
市
の
シ

ン
ボ
ル
（
花
）
と
し
て
ア
テ
ツ

マ
ン
サ
ク
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
同
植
物
園
に
樹
木

の
寄
贈
・
補
植
の
実
施
を
打
診

し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
た
こ

と
か
ら
、
今
回
の
補
植
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
寄
贈
・
補
植
し
た

ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
�
本
は
、 

杉 
す
ぎ

 
本  
和  
典 
さ
ん
（
新
見
）
と 
柴  
田 

も
と 

か
ず 

の
り 

し
ば 

た

 
光  
政 
さ
ん
（
大
佐
小
阪
部
）
か

み
つ 

ま
さ

ら
本
市
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
杉
本
さ
ん
か
ら
寄
贈

い
た
だ
い
た
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク

は
、
現
在
、 
青  
龍  
寺 （
新
見
）
に

し
ょ
う 
り
ゅ
う 

じ

あ
る
原
木
か
ら
株
分
け
し
た
も

の
で
、
故
牧
野
博
士
が
発
見
し

た
も
の
と
同
じ
遺
伝
子
を
持
つ

も
の
で
す
。
ま
た
、
柴
田
さ
ん

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
は
、

柴
田
さ
ん
が
自
宅
裏
山
に
自
生

し
て
い
た
も
の
を
株
分
け
し
、

同
氏
が
「
ま
ん
さ
く
園
」
と
し

て
整
備
し
た
敷
地
内
で
生
育
さ

せ
た
も
の
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
植
実
施
に
よ
り
、

同
植
物
園
を
訪
れ
る
多
く
の
人

が
こ
の
「
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
」

を
目
に
し
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、

広
く
�
新
見
市
�
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

東京・小石川植物園に

ア テツマンサク補 植植
補植実施の様子�



�
市報にいみ 第４５号
������������

地
域
に
お
け
る
予
防
消
防
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
自
衛
消
防
組
織
や

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の
結
成
や

育
成
指
導
な
ど
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
、
消
防
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
大
佐
町
消
防
団
副
団
長
の
竹

平
昌
道
さ
ん
（
大
佐
小
阪
部
・　
��

歳
）
に
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

竹
平
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
旧

��

刑
部
町
消
防
団
に
入
り
、
以
後
、

大
佐
町
消
防
団
と
名
称
が
変
わ
っ

た
後
も
部
長
、
副
分
団
長
、
分
団

長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
�
年
か

ら
副
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
�
年
�
月
に
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、

災
害
に
対
し
迅
速
か
つ
的
確
に
対

処
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
消
防
団
員
の
資
質
向

上
や
消
防
施
設
な
ど
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
む
な
ど
、
消
防
団
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

会
委
員
長
、
建
設
産
業
常
任
委
員

会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
特

に
、
産
業
振
興
や
高
齢
者
福
祉
の

充
実
、
広
域
行
政
の
推
進
等
に
尽

力
さ
れ
、
旧
新
見
市
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
新
見
市
消
防
団
団
長
の
前
田

明
夫
さ
ん
（
法
曽
・　

歳
）
に
、

��

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
新

��

見
市
消
防
団
に
入
り
、
以
後
、
班

長
、
部
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
平
成　

年
�

��

月
か
ら
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成　

年
�
月
に
勇

��

退
さ
れ
る
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、

予
防
消
防
活
動
に
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、

　

元
新
見
市
議
会
議
員
の
谷
岡
昭

和
さ
ん
（
菅
生
・　

歳
）
に
、
旭

��

日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
岡
さ
ん
は
、
平
成
�
年
に
新

見
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
平

成 　

年
の
合
併
ま
で
�
期　

年

��

��

に
わ
た
り
情
熱
を
持
っ
て
市
政
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

新
見
市
議
会
副
議
長
、
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

　

秋
の
叙
勲
の
受
賞
者
が
発
表

さ
れ
、
市
内
か
ら
は
谷
岡
昭
和

さ
ん
（
菅
生
）
に
旭
日
双
光
章
、

前
田
明
夫
さ
ん
（
法
曽
）
に
瑞

宝
双
光
章
、
竹
平
昌
道
さ
ん

（
大
佐
小
阪
部
）
に
瑞
宝
単
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

��
�
�
�
�
�

 
前  
田  
明 
夫
   
 
さ 
ん

ま
え 

だ 

あ
き 

お

��
�
�
�
�
�

谷た
に

   
 
岡  
昭 
和
   
 
さ 
ん

お
か 

あ
き 

か
ず

��
�
�
�
�
�

 
竹  
平  
昌 
道
   
 
さ 
ん

た
け 

ひ
ら 

よ
し 

み
ち

�
�
�
�
�
�
��
	


�

�
�
�
�

■開設日時　毎週水曜日

　�：��～��：��、��：��～��：��

　※平成��年�月��日�も開設します。

■場所　新見市役所�階相談室

■内容　不動産および会社・法人の登記

　岡山地方法務局新見支局は、平成��年�
月�日�をもって閉鎖され、岡山地方法務
局高梁支局に統合されます。なお、平成��
年�月��日�以降、次のとおり登記相談所
を開設しますのでご利用ください。 
※相談は無料

■問い合わせ先

　岡山地方法務局高梁支局（�����-��-����）

　岡山地方法務局（����-���-����）

　岡山地方法務局新見支局（������）

現在の岡山地方法務局新見支局

登記相談所 を
開設 し ます！



市報にいみ 第４５号
������������

�

●市立幼稚園入園募集対象児

問い合わせ先預かり保育給食対象児定員幼稚園名

������
○×��������人

新見幼稚園
××�����人

������××�������人高西幼稚園
������○×�������人正田幼稚園
������××�������人唐松幼稚園
������××�������人明新幼稚園
������××�������人井倉幼稚園
������××�������人草間台幼稚園
������××�������人豊永幼稚園
������××�������人熊谷幼稚園
������××�������人菅生幼稚園
������○○�������人本郷幼稚園

市
立
幼
稚
園
で
は
、平
成�

年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

��

●預かり保育実施幼稚園 の受け入れ体制

預かり保育受入条件対象児年齢幼稚園名

　当該幼稚園に通園している幼児で、次のいずれかに該当する場合
・保護者が、家事以外の就労等で保育に欠ける幼児
・その他、園長が預かり保育が必要であると認めた幼児

�����
新見幼稚園

本郷幼稚園

実施日・時間

・月～金の幼稚園教育終了時～��時
・長期休業中で次の日を除く日の�時～��時／祝日、休日、土曜、日曜
　�月�日～�日／�月��日～��日／��月��日～�月�日／�月��日～��日

預かり形態及び保育料

・年間預かり（年間または月を単位とする。）�回���円（長期休業中は���円）
・一時預かり（�日を単位とした保育）〔�日前までに申請〕�回���円（長期
　休業中は���円）

一時預かり保育受入条件対象児年齢幼稚園名

　当該幼稚園に通園している幼児で、臨時的に預かり保育が必要となり、
園長が認めた場合。

�����正田幼稚園
実施日・時間

・月～金の幼稚園教育終了時～��時　・長期休業中は実施しない。

預かり形態及び保育料

・一時預かりのみ　〔�日前までに申請〕�回���円、教材費��円

■
対
象
年
齢（
対
象
児
生
年
月
日
）

　

幼
稚
園
に
よ
っ
て
受
入
年
齢
が

異
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
�
�
	
�
��

��

��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
�
�
	
�
��

��

��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
��

��

��

�
�
�
�
�
�

■
入
園
資
格

・
市
内
に
在
住
す
る
幼
児

・
集
団
で
の
保
育
、
教
育
が
可
能

　

な
幼
児

■
入
園
手
続
き

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
入

園
願
い
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
願
い
は
各
幼
稚
園
に
あ
り

　

ま
す
。

■
申
込
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
�
〜　

日

��

��

　

�
■
保
育
料

  
月
額
� , 
�
�
�
円

  
（
年
額
�
� , 
�
�
�
円
）

※
別
途
教
材
費
等
が
必
要
で
す
。

※
本
郷
幼
稚
園
で
は
給
食
費
が
必

　

要
で
す
。

■
そ
の
他

・
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
通
園

　

が
可
能
な
幼
児
は
、
新
見
市
に

　

在
住
し
て
い
れ
ば
、
居
住
地
に

　

か
か
わ
ら
ず
希
望
の
幼
稚
園
に

　

入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
い
ず
れ
の
幼
稚
園
も
入
園
希
望

　

者
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

　

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
指
導
係
（
�
�
�

　

�
�
�
）

●
新
見
幼
稚
園
、
本
郷
幼
稚
園
、

正
田
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援

と
し
て
、
教
育
時
間
終
了
後
、
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成�

年
度

��

市
立
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
に
つ
い
て

平
成�

年
度

��

市
立
幼
稚
園
児

募
集
要
項

  
（
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
）  
幼
稚
園�
新見市立�

入園児�
募集�
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＊午前中は、短時間保育・長時間保育ともに同一のカリキュラム
で教育・保育を行う。

機 能 ・ 役 割
短時間保育長時間保育

緊急一時預かり
（短時間保育に在
籍する幼児を対象）

就学前の幼児を
対象に、幼稚園
教育を行う。

保護者が仕事などの理由に
より、昼間保育ができない
幼児を対象に保育を行う。

市内に在住し、集団での保育・教育が可能な幼児入 園 資 格

�・�・�歳対 象 年 齢

�歳〔��人〕　�歳〔��人〕　�歳〔��人〕
募 集 定 員

��人��人

月～金
（祝日・休日・土曜・日曜を除く）

月～土
（祝日・休日・日曜を除く）

保 育 日

学年始め休業日　�月�日～�月�日
夏季休業日　　　�月��日～�月��日
冬季休業日　　　��月��日～�月�日
学年末休業日　　�月��日～�月��日

年末年始
��月��日～�月�日

長 期 休 業 日

― ― ―��������������������開 園 時 間

通常の保育終了時
間～��：��（長期休業
期間�：��～��：��）

�歳児�：��～��：��
 � ・ � 歳 児 �：��～��：��

�������������	���
（必要により�����まで可能）
＜延長保育＞�����������

保 育 時 間

�日につき���円＋
おやつ代（長期休業
中�����円＋給食代
＋おやつ代）

・月額保育料
　   �,���円
・給食費
・教材費

新見市保育所保育料徴収基
準に準じ、家庭の所得およ
び児童の年齢により決定
＊給食費を含む
＜延長保育＞�回���円

料 金

・育児、保育相談  
・施設開放  
・一時保育（定員�人）  
　　在園児以外で、新見市在住の集団保育可能な�～�歳児を対
象に、通常保育を行う日に一時的に保育を行う。  

子育て支援事業

入園願い（上市幼稚園にあります）を提出保育所入所申込書を提出入 園 手 続 き

・短時間保育申込みは上市幼稚園へ（������）
・長時間保育申込みは社会福祉課子育て支援係へ（������）　
　または各支局市民福祉課へ  

申 込 先

平成��年�月�日�～��日�申 込 期 間

新見市立幼稚園・認定こども園 入園児募集

●
平
成　

年
度
の
「
市
立
認
定
こ

��

ど
も
園
上
市
幼
稚
園
」
の
入
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

平
成�

年
度

��

市
立
認
定
こ
ど
も
園

上
市
幼
稚
園

認
定�
こ
ど
も
園�
新見市立�

入園児�
募集�

●新見市立認定こども園  上市幼稚園の概要

　

平
成　

年
�
月
か
ら
大
佐
幼
稚

��

園
・
保
育
所
、
哲
西
幼
稚
園
・
保

育
所
の
受
入
体
制
が
変
わ
り
ま
す
。

■
教
育
・
保
育
機
能
の
概
要   

　

従
来
の
幼
稚
園
に
保
育
所
機
能

を
、
保
育
所
に
幼
稚
園
機
能
を
付

加
し
、
保
育
・
教
育
を
一
体
的
に

行
う
機
能
を
備
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

・
幼
稚
園
教
育
要
領
等
に
従
っ
て

　

編
成
さ
れ
た
教
育
課
程
に
基
づ

　

く
教
育
を
行
い
ま
す
。

・
短
時
間
保
育
終
了
後
、
保
育
に

　

欠
け
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
保

　

育
所
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
保

　

育
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
に
お
け
る
保
護
者
に
対
し

　

て
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、�

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

��

　

く
だ
さ
い
。

（
仮
称
）

市
立
認
定
こ
ど
も
園

大
佐
幼
稚
園
・
保
育
所

哲
西
幼
稚
園
・
保
育
所  

平
成�

�
�
月
開
園
予
定

��

（
認
定
こ
ど
も
園
申
請
中
）

市
立
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、平
成�

年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

��

■問い合わせ先
　・短時間保育については教育委員会学校教育課指導係（������）
　・長時間保育および子育て支援事業については社会福祉課子育て支援係（������）
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��

新見市立幼稚園・認定こども園 入園児募集

　

こ
の
巡
回
更
生
相
談
は
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

専
門
の
医
師
が
診
査
を
行
い
、

補
装
具
の
判
定
な
ど
の
相
談
を

行
い
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
補

　

装
具
の
相
談
・
交
付
申
請

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　

正
午
〜　

時　

分
ま
で
受
付

��

��

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

■
対
象

　

肢
体（
手
・
足
）障
害
・
聴
覚
障

害
の
ど
ち
ら
か
に
つ
い
て
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人

※
相
談
日
に
は
、
身
体
障
害
者

　

手
帳
と
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

●（仮称）新見市立認定こども園〔大佐幼稚園・保育所、哲西幼稚園・保育所〕の概要

＊午前中は、�・�・�歳児は短時間保育、長時間保育ともに同一のカリキュラムで教育・保育を行う。

機 能 ・ 役 割
短時間保育長時間保育

緊急一時預かり
（短時間保育に在籍する幼児を対象）

就学前の幼児を対象に、幼稚
園教育を行う。

保護者が仕事などの理由により、昼間保
育ができない幼児を対象に保育を行う。

市内に在住し、集団での保育・教育が可能な幼児入 園 資 格

���������������������	大佐
対象年齢

������������������哲西

　�～�歳〔��人〕 　�歳〔��人〕 　�歳〔��人〕　 �歳〔��人〕大佐
募集定員

　�～�歳〔��人〕 　�歳〔��人〕 　�歳〔��人〕　 �歳〔��人〕哲西

月～金（祝日・休日・土曜・日曜を除く）月～土（祝日・休日・日曜を除く）保 育 日

学年始め休業日　�月�日～�月�日
夏季休業日　　　�月��日～�月��日
冬季休業日　　　��月��日～�月�日
学年末休業日　　�月��日～�月��日

年末年始
��月��日～�月�日

長 期 休 業 日

��������������������開 園 時 間

通常の保育終了時間～��：��
（長期休業期間�：��～��：��）

��������������������（必要により�����まで可能）
＜延長保育＞�����������

保 育 時 間

�日につき���円＋おやつ代
（長期休業中�����円＋給食代
＋おやつ代）

・月額保育料 �,���円
・給食費
・教材費

新見市保育所保育料徴収基準に準じ、家
庭の所得および児童の年齢により決定
＊給食費を含む
＜延長保育＞�回���円

料 金

・育児、保育相談　・施設開放  
・一時保育（定員�人）  
　　在園児以外で、新見市在住の集団保育可能な�歳�か月～�歳児を対象に、通常保育を行う日に一
時的に保育を行う。 

子育て支援事業

入園願い（各幼稚園にあります）を提出保育所入所申込書を提出入 園 手 続 き

短時間保育、長時間保育とも各支局市民福祉課へ　
（短時間保育については、各幼稚園でも願書をお渡しします。）

申 込 先

平成��年�月�日�～��日�申 込 期 間

身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談

を
実
施
し
ま
す
！

※哲西の�歳とは、生後�か月以上の乳児のことです。

■問い合わせ先
　・短時間保育については教育委員会学校教育課指導係（������）  
　・長時間保育および子育て支援事業については社会福祉課子育て支援係（������）
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●市立保育所入所募集対象児

所在地定員対象児童保育所名

西方���－����人�����新 見 保 育 所

神郷下神代������人�����神 代 保 育 所

神郷釜村����－���人�����新 郷 保 育 所

哲多町本郷���－����人�����本 郷 保 育 所

哲多町矢戸���－���人�����萬 歳 保 育 所

哲多町田淵����人�����大田へき地保育所

新見市立保育所 入所児募集

　

旧
哲
多
町
、
神
郷
町
、
哲
西

町
の
糖
尿
病
教
室
や
健
康
相
談
、

健
康
福
祉
ま
つ
り
で
、
簡
易
検

査
器
具
を
使
用
し
た
血
糖
値
検

査
を
行
っ
た
人
を
対
象
に
、
�

月
か
ら
無
料
で
血
液
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、　

月
末

��

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
血
液
検
査
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
�
�

　

�
�
）

�
�
��
�

  
終
了
の
お
知
ら
せ

  
〜
血
糖
測
定
時
の

　
   
採
血
器
具
使
用
者
〜使用されていた採血器具

保
育
所�
新見市立�

入所児�
募集�

・
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

・
平
成　

年
度
課
税
証
明
書

��

（
世
帯
全
員
）

・
平
成　

年
分
源
泉
徴
収
票
、

��

ま
た
は
、
確
定
申
告
書
の
写

し
・
そ
の
他
社
会
福
祉
事
務
所
長

が
求
め
る
書
類
（
申
立
書

等
）

■
申
込
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
�
〜　

��

��

　

日
�

■
入
所
の
決
定

　

入
所
申
込
書
お
よ
び
添
付
書

類
に
よ
り
審
査
し
、
�
月
上
旬

に
入
所
の
可
否
を
決
定
し
、
通

知
し
ま
す
。

　

定
員
を
超
え
る
申
込
み
が
あ

っ
た
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
申

込
順
で
は
な
く
、
審
査
に
よ
り

入
所
決
定
し
ま
す
。
審
査
基
準

は
、
家
庭
で
の
保
育
の
状
況
に

よ
る
も
の
で
、
継
続
・
新
規
入

所
に
関
わ
ら
ず
決
定
し
ま
す
。

上
か
ら
就
学
前
の
児
童
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭

で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
。（
保
育

所
に
よ
っ
て
、
対
象
年
齢
は
異

な
り
ま
す
。）

①
保
護
者
が
仕
事
（
パ
ー
ト
、

内
職
を
含
む
）
の
た
め
保
育

で
き
な
い
場
合

②
保
護
者
が
病
気
、
出
産
等
の

た
め
保
育
で
き
な
い
場
合

③
保
護
者
が
病
人
の
看
護
等
の

た
め
保
育
で
き
な
い
場
合

④
家
庭
が
災
害
を
受
け
た
た
め

保
育
で
き
な
い
場
合

※
育
児
・
家
事
お
よ
び
集
団
教

育
を
目
的
と
し
た
入
所
は
資

格
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
入
所
手
続
き

　

入
所
希
望
者
は
、
社
会
福
祉

課
、
各
支
局
市
民
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
次
の
書
類

等
を
添
え
て
、
必
ず
ご
家
族
の

人
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
資
格

　

市
内
に
在
住
し
、
集
団
生
活

に
支
障
の
な
い
生
後
�
か
月
以

市
立
保
育
所
で
は
、平
成�

年
度
の
入
所
児
を
募
集
し
ま
す
。

��

■
保
育
料

　

入
所
児
の
年
齢
と
世
帯
の
所

得
税
、
市
民
税
の
課
税
額
等
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
保
育
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成

��

　

年
�
月　

日

��

��

※
日
曜
日
、
年
末
年
始
を
除
く

■
そ
の
他

　

定
員
超
過
等
の
場
合
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

市
立
保
育
所
児
募
集
要
項
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所得税・住民税　　 の
控除対象にな り ます 。

社会保険料控除
　介護保険料は社会保険料控除の対象となりますが、その取り扱いについては、次のことにご注意ください。

【第�号被保険者（��歳以上の人）の場合】
①特別徴収（年金天引き）の人
　年金の源泉徴収票に介護保険料支払額が記載されていますので、源泉徴収票を用意して申告してください。な
お、申告する介護保険料は、特別徴収された本人のみの社会保険料控除対象となります。

②普通徴収（納付書納入など）の人
　納付書で納めた際に受け取った領収書を用意して申告してください。なお、申告する介護保険料は、実際に支
払った人の社会保険料控除対象となります。

障害者控除
　�か月程度以上臥床し、食事・排便等の日常生活に支障のある「寝たきりの高齢者」や、日常生活に支障のあ
る「認知症高齢者」は、所得税および住民税の障害者控除対象となります。
　この控除を受けるには、「障害者控除対象者認定書」が必要となりますので、高齢者支援課または各支局で申請
してください。

医療費控除
【医療系のサービス】

・施設サービス費（食費・居住費を含む）の自己負担額
介護老人保健施設

施設
介護療養型医療施設

・サービスに要する経費の自己負担額
　（介護保険の対象外となる自己負担額を含む）
※短期入所療養介護における食費・滞在費、通所リハビリテーションにおける食費
も控除対象になります。

訪問看護

居宅
通所・訪問リハビリテーション

短期入所療養介護

居宅療養管理指導

・施設サービス費（食費・居住費を含む）の自己負担額の�分の�に相当する金額介護老人福祉施設施設

・介護保険の対象となるものに係る自己負担額に限る
※訪問介護は、生活援助中心型を除きます。また、通所介護に係る食費は除きます。
※居宅サービス計画に基づき、サービスを受けていること。
※居宅サービス計画に、医療系在宅サービスのいずれかが位置づけられていること。

訪問介護

居宅
訪問入浴介護

通所介護

短期入所生活介護

【福祉系のサービス】

●サービス提供事業所によっては、利用料等の領収書に「医療費控除対象額」を明記している場合があります。
●全ての介護保険サービスにおいて、特別な食費・居住費（利用者等が選定する特別な居室等の提供、または特別な食事の
提供に係る利用料）については、医療費控除の対象となりません。
●福祉系のサービスにおいて、施設には地域密着型介護老人福祉施設が、居宅には介護予防サービスおよび地域密着型サー
ビス等が平成��年�月から含まれるようになりました。
●おむつ費用については、医師が発行した「おむつ使用証明書」により控除の対象となります。（�年目以降の人は、市高
齢者支援課が発行する確認書により手続きができます。）
※確定申告の際に医療費控除を受けるためには、施設事業者やサービス提供事業所などから交付を受けた「領収書（利用料
等）」が必要となります。

■問い合わせ先　高齢者支援課介護保険係（������）　税務課市民税係（������）

（　  ）市民税
県民税

領収書や証明書類は、大切に保管しておきましょう。
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 税務課 か らの お知ら せ です
　

平
成�

年
�
月
�
日
現
在
で
、
償
却
資

��

産
（
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業
の
た
め
に

使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
は
、
�
月�
��

日
�
ま
で
に
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市

町
村
へ
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告 
の
必
要
な
資
産

◆
建
物
お
よ
び
そ
の
付
属
設
備

　

冷
暖
房
設
備
、
照
明
設
備
、
通
風
設
備
、

昇
降
機
、
そ
の
他
建
物
に
付
属
す
る
設
備

（
た
だ
し
、家
屋
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

は
除
く
）

◆
構
造
物

　

橋
梁
、軌
道
、貯
水
池
、坑
道
、汚
水
処
理

槽
、煙
突
、舗
装
、看
板
、そ
の
他
土
地
に
定

着
す
る
設
備
ま
た
は
工
作
物
な
ど

◆
機
械
お
よ
び
装
置

　

工
作
機
械
、
冷
暖
房
機
械
装
置
、
そ
の

他
物
品
の
製
造
加
工
に
使
用
す
る
機
械
装

置
な
ど

◆
車
両
お
よ
び
運
搬
具

　

ト
ロ
ッ
コ
、貨
車
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の

特
殊
自
動
車（
た
だ
し
、自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
除
く
）

◆
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

　

ド
リ
ル
、
カ
ッ
タ
ー
、
万
力
、
医
療
器

具
、
金
庫
、
ロ
ッ
カ
ー
、
机
な
ど

　

市
外
へ
移
転
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
申

告
に
該
当
す
る
資
産
が
な
い
場
合
も
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
「
減

��

価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省

令
」
が
改
正
さ
れ
、
機
械
お
よ
び
装
置
を

中
心
に
、
資
産
区
分
の
見
直
し
、
耐
用
年

数
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
申
告
は
、
改
正
後
の
耐

��

用
年
数
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
耐

用
年
数
の
新
旧
対
照
表
を
申
告
書
と
一
緒

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
よ
く
確
認
し
て
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
は　

月
中
旬
ま
で
に
お

��

送
り
す
る
予
定
で
す
が
、
�
月
に
な
っ
て

も
申
告
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係
（
�
�
�
�
�
�
）

�
��

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
償
却
資
産
の
申
告

　平成��年度は、固定資産税の基礎となる

固定資産の評価替えを行う年です。

　評価替えとは�年に一度行われ、現在の

資産価値を反映し、適正な価格に見

直す作業のことです。この作業は、

不動産鑑定士による鑑定や公示地

価、物価水準の動向などをもとに実

施します。

　見直し後の評価額は課税台帳に

登載され、今後�年間の固定資産税

の基礎となります。

　また、国土調査の登記が終了した

土地については、調査後の面積で課

税することになります。

■問い合わせ先

　税務課資産税係（������）

平成２１年度 は

 固定資産税
評 価 替え の 年です ！

土地・家屋に�

　毎年�月�日現在で、土地や家屋（住宅、店舗、工

場、倉庫、農業用倉庫、車庫等）を所有している個

人・法人に対して、固定資産税が課税されます。

　使用している状況に変更があったとき

は、申告書などの届け出を行ってください。

届け出が必要な場合
�家屋を新築または増築したとき

�家屋を取り壊したとき

�土地の用途（利用状況）を変更したとき

 （例）畑を駐車場に変更など

　これらの届け出が遅れると、一度に多く

の固定資産税を納めることになったり、納

めすぎた税金の還付が遅れることがあり

ます。

■問い合わせ先

　税務課資産税係（������）

変更があった ら 届 け 出を ！
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人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
際

は
、
岡
山
地
方
法
務
局
新
見
支
局

（
�
�
�
�
�
�
）、
ま
た
は
お
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
等
に
よ
る
常
設

　

人
権
相
談
所

【
会
場
】

　

岡
山
地
方
法
務
局
新
見
支
局

【
相
談
受
付
】
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人権問題の相談をお受けします

　私たち一人ひとりが、自分の権利ばかりを主張することなく、

お互いの人権について考え、明るい豊かな社会をつくりましょう。

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

������������	�
��������
��
―思いやりの心・かけがえのない命を大切に―

���月�日～�
���日

第６０回 人権週間 

　新見市婦人連合協議会・新見市民運動推進協議会では、新

見市婦人大会ならびに新見市民運動推進大会を開催します。

　大会では、元官房長官 塩  崎  恭  久 衆議院議員夫人で松山東
しお ざき やす ひさ

雲女子大学教授の 塩  崎  千  枝  子 さんの講演や各地区婦人会に
しお ざき ち え こ

よる演芸大会発表会などを行います。

　みなさんのご来場をお待ちしております。

■日時　��月�日�　�：��～
■場所　まなび広場にいみ大ホール
■内容
　講　演＞講師　松山東雲女子大学教授　塩崎千枝子さん
　　　　　演題　「地域ぐるみの子育て」
　発表会＞各地区婦人会による演芸発表
■参加費　無料
■申込方法
　事前の申込みは必要ありませんので、みなさん奮ってご
　参加ください。
■問い合わせ先
　新見市婦人連合協議会事務局
　（生涯学習課生涯学習係内　������）

新見市婦人大会・
新見市民運動推進大会
を開催します！

　子どもたちにもクラッシックコンサートの楽しさを十分に体験
していただくため、チルドレンズ・ライブ・ツアーを開催します。
　みなさん奮ってご来場ください。

■日時　平成��年�月��日�　��：��～��：��
■場所　まなび広場にいみ 大ホール
■出演　岡山フィルハーモニック管弦楽団
■曲目　ディズニー曲集、ルロイ・アンダーソン曲集、
「崖の上のポニョ」ほか
■入場料　一般���円  高校生以下無料（整理券必要）
■チケット取扱所
　まなび広場にいみ、市役所各支局、各市民センター
■主催　岡山県、新見市教育委員会、�岡山シンフォニーホール
■問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係（������）

チ ル ドレン ズ ・
 ライブ ・ ツアー



��
市報にいみ 第４５号
������������

ラストワンマイル事業

e - マ イ ホー ム 学習 ！
いつでも！　　　   自宅でパソコン学習！
　市では、ラストワンマイル事業で整備した光ファイバによるインターネットを利用して、自
宅のパソコンで学習できる「e - マイホーム学習」無料体験者を募集します。

２４ 時間

●「e- マイホーム学習」ってなあに？

●どんな講座があるの？

ビジネスマナーイラスト・デザインパソコンインターネット

話し方講座デザイン講座キーボード練習講座インターネットオークション

見だしなみ編イラストレーターCS2ワープロソフト　初級編ホームページ作成講座

来客対応編ペイント講座デジカメ講座電子メール講座

※これ以外にも多くの講座を用意していますので、詳しくは市ホームページ

　（http://www.city.niimi.okayama.jp）をご覧ください。

●申込方法は？
◆対　 象　 者……パソコンをお持ちの人で、新見市に在住し、ラストワンマイル事業で整備した光

ファイバによるインターネット接続が可能な人

◆利 用 人 数……毎月��人（申請受付順）

◆サービス期間……平成��年�月～�月まで（�人原則�か月の受講となります。）

◆申 込 期 間……��月�日�～��月��日�

　　　　　　　　　（平成��年�月分受講希望の人で、その後は毎月��日まで募集します。）

◆申 込 方 法……市役所、各支局、各市民センターまたは市のホームページにある「e - マイホーム

学習利用申請書」にてお申込みください。

※受講料は無料ですが、インターネット利用料は通常どおり受講者の負担となります。

・従来のような教室に集まって
� ����������

受けるパソコン講座ではあり
� ������������������

ません。
� �����

・自宅でお好きな時間にインタ
� ��������������

ーネットを利用し、その中で

再生される動画を見ながら、

パソコンの操作方法などを学

習するサービスです。

「e- マイホーム学習」 の活用セミナーを開催します ！
　日時�平成��年�月��日�　〈午前の部〉��：��～��：��　〈午後の部〉��：��～��：��
　場所�まなび広場にいみ　小ホール

■問い合わせ先  情報政策課管理係（������）

自
宅
で
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受講料
無料 ！！

主なメニューを紹介します。
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会場では長蛇の列も！
◆２００８'千屋牛＆うまいものフェア
　��月�日�、まなび広場にいみで千屋牛＆うまいもの

フェアが開催され、早朝から多くの来場者が詰めかけま

した。

　会場では特選ランクの和牛を半額で購入できるイベン

トや千屋牛の丸太焼き、また県外から出店された宮崎牛

の試食コーナーなども設けられ、各ブースは多くの人で

賑わい、大盛況の一日となりました。

勇壮な太鼓の音が会場を包みました
◆第１１回おおさ風まつり

　��月�日�、大佐小阪部のおおさ総合センター周辺で

おおさ風まつりが開催されました。

　会場ではゆずりは太鼓や地元小学校の児童による大佐

源流太鼓の演奏をはじめ、神楽の上演なども行われまし

た。また、健康チェックコーナーなどもあり、来場者は

様々な催しを十分に楽しみました。

秋のしんごう湖畔を疾走！
◆第２３回新見市しんごう湖畔マラソン大会

　��月�日�、神郷高瀬の神郷温泉周辺を会場に、県内

外から多くのランナーが参加し、第��回新見市しんごう

湖畔マラソン大会が開催されました。

　参加者は、各コースごとに設定された��種目の中から

自分にあった距離で競技を行い、秋空のもと、しんごう

湖畔を満喫しながら、爽やかな汗を流しました。

市民の力作が勢揃い！
◆第３１回新見市文化展が開催

　��月�日�からの�日間、まなび広場にいみで新見市

文化展が開催されました。

　新見市文化協会の会員が製作した日本画や書道、写

真、木工芸などが多数出展されたほか、老人ホーム入所

者の作品展などもあわせて行われ、来場者の目を存分に

楽しませていました。
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優良木材が集まりました！
◆新見市優良丸太共進会

　��月��日�、下熊谷の岡山県森林組合連合会新見支所

で、新見市優良丸太共進会が開催されました。

　市内の林業従事者が出品規定に沿ったヒノキや杉など

を出品。目ぞろいや色つやなどの審査が行われたほか、

セリ市での取引価格なども加味し、優秀材��点が決定、

表彰されました。なお、県知事賞には、 大  月  泰  輝 さん（菅
おお つき やす てる

生）のヒノキが選ばれました。

親子で力を合わせて製作！
◆備北青年の家イベント祭

　��月�日�、備北青年の家でイベント祭が開催され、

市内外から��家族���人が参加しました。

　会場には科学教室や図工教室など�つのコーナーが設

けられ、それぞれ午前と午後に分かれて、木工細工や組

み木などを製作し、日ごろできない創造活動を十分に楽

しんでいました。

市長に全国制覇を報告！
◆ソフトボール日本リーグ優勝報告

　男子ソフトボールの日本リーグに加盟する平林金属男

子ソフトボールクラブ（岡山市）が、今シーズン、創部

�年目で初の全国制覇を達成し、選手として活躍した 松 
まつ

 本  剛  知 さん（新見）と 林  文  彦 さん（菅生出身）など関係
もと たか のり はやし ふみ ひこ

者が石垣市長を訪問し、優勝報告を行いました。

昔ながらの手法を再現
◆たたら製鉄体験学習会

　��月��日�夕方から��日�にかけて、正田の旧正田保

育所跡地で、たたら製鉄を再現する体験学習会が催さ

れ、多くの市民が参加しました。

　参加者は土製の炉に炭を投入したり、炉の温度を調節

する“ふいご”を操作するなど、昔ながらの鉄作りに一

昼夜をかけて挑みました。
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お 早めに ！水 道
　年末を迎え、日毎に寒さが増しています。これからの季
節は、水道管の凍結事故が発生しやすく、特に屋外に露出
している水道管（給水管や蛇口）は凍結し破裂する恐れが
あります。保温材で覆うなど、凍結防止対策を早めに済ま
せてください。
　凍結により水道管が破裂したときは、最初に止水栓を回
して水を止めてください。その際、故障の内容を確認し、
市が指定する水道工事事業者へ修理を依頼してください。
修理代は、水道メーターから家庭側の場合は利用者のご負
担となります。なお、水道メーターから本管側の故障につ
いては、上水道課または各支局経済建設課へご連絡くださ
い。
  また、集会所や空き家等、ふだん利用する機会の少ない

の 冬 支 度 
は

建物は、漏水しても気が付かず、多量の水を無駄にしてし
まうことがあります。そのような建物についても定期的に
確認し、元栓を閉めるなど漏水対策を行っていただくよう
お願いします。
　詳細については、上水道課または各支局経済
建設課までお問い合わせください。

■問い合わせ先
　上水道課管理係　　（������）
　大佐支局経済建設課（������）
　神郷支局経済建設課（������）
　哲多支局経済建設課（������）
　哲西支局経済建設課（������）

新見市指定給水装置工事事業者一覧表（平成��年��月�日 現在）
ＦＡＸ番号電話番号所在地会社名地区

72-247872-2255新見214-1�三備電業社新見

72-856072-2286新見2159宗宏工業�

72-551072-2656新見325片岡工業�

72-281272-2891新見322-2�三和設備

72-704372-0615新見368-4杉岡建設�

72-528472-0131新見1007-1�黒田設備建材

72-194872-0686新見190-3丸山建設�

72-552772-5527新見2137-11平松住宅設備

72-737672-7376新見1643-10亀川土木設計事務所

72-822272-0607高尾2456-12梶谷鉄工�高尾

72-485572-1108高尾2482-4山一工業�

72-815672-2131高尾2235-13�中電工新見営業所

72-577672-0836高尾2419-1�トミヤ電気設備

72-210072-2100高尾1964-4新輝電業

72-198472-1984高尾1841-3妹尾工務店

72-845172-7972高尾787-10伯備建設�

72-247772-5511高尾746-1新見ガス�

72-591972-3439高尾2263-2西村工業�

72-104272-1042高尾532竜本電気工業所

72-506072-1111正田415-4白川土木�正田

72-058172-0432正田104東亜電工�

72-054172-0505正田210-1�にいみ住設

72-817772-8787上市699-1�新見メンテック上市

72-587772-5877上市123-2新栄設備

72-361072-3610西方2866-1�べんりや西方

72-060372-0732西方4157宮本工業�

72-853672-0278西方441-5�佐々木組

72-281172-2252金谷1163-1岡本商事�金谷

72-112972-1113金谷1176�新菱電機

78-188078-1955下熊谷1579-3備北プロパン�熊谷

78-132178-1321上熊谷7439瀧本電気

76-191776-1917石蟹78�橋本管工事石蟹

76-189176-1331唐松2567-1中村建設工業�唐松

75-263875-2611井倉221熊野建設�井倉

75-285875-2658足見66大塚産業�足見

74-204874-2048草間1180山一電気工事草間

77-220777-2057千屋実2148-5田枝建設�千屋

98-358798-3584大佐田治部3012-1�豊田大佐

98-324598-3124大佐小阪部1479-3�ダイキ商工

98-237898-2378大佐小阪部1439�鉄屋

98-337898-3378大佐永富1638-3後藤設備

98-358898-3588大佐田治部6282フジオカ

98-221898-2218大佐小阪部1433児玉電気工事店

98-304098-2273大佐田治部2810-2�エイワ

ＦＡＸ番号電話番号所在地会社名地区

98-300998-2908大佐田治部28��-��山田産業大佐

98-316498-3164大佐田治部3625池本設備

93-537393-5141神郷高瀬1698�たかせ建設神郷

92-902292-9011神郷下神代5038�上田建設

92-900192-6058神郷下神代4440神郷建設�

96-285096-2850哲多町老栄1255�ガスサービス善哲多

96-365496-3654哲多町花木1322�マル石設備

96-212596-2124哲多町本郷686-5広兼電機�

96-290896-2908哲多町矢戸789-3藤井鉄工所

96-288896-2920哲多町本郷���－��上山住建

96-266896-2045哲多町矢戸892奥田建設�

94-339694-2090哲西町上神代969-1�酒木工務店哲西

94-300694-3006哲西町大竹29-10�あしん設備

94-207394-2229哲西町矢田1639-1吉原建材�

94-240594-2404哲西町上神代4054三栄建設�

94-251594-2515哲西町畑木1676-1田原設備

08477-2-439308477-2-0030哲西町矢田3495-1広島ガス住設� 哲西営業所

94-900694-2331哲西町畑木206-1スミカワ設備

94-330094-3039哲西町矢田3579-4�ヤスダ工業

94-329194-2500哲西町上神代4049-1川原建設�

94-256894-2568哲西町矢田1478山口設備

0866-22-83590866-22-2768高梁市南町184�村田管工市外

0866-22-76160866-22-1777高梁市横町1541-5中村建設�

0866-52-20620866-52-2024真庭市下呰部384-1�ホクセツテクノ

0866-52-24700866-52-2470真庭市上水田2837-2�石井建材店

0867-44-20650867-44-2227真庭市勝山126�三協商建

0867-44-32280867-44-4567真庭市勝山1083-1�仲山設備

0867-44-63010867-44-2657真庭市月田2015-1�カネサダ設備

0866-93-87390866-93-8271総社市井尻野550-1�イケガミスチール

086-428-8680086-428-8660倉敷市加須山938-6�司工業

086-462-5094086-462-5232倉敷市中庄1083-5貝原水道�

0866-22-25950866-22-2707高梁市津川町今津1053滝口建設工業�

0866-52-31700866-52-2888真庭市上水田2969-1山本設備工業�

0866-22-23970866-22-2563高梁市中間町28�タカバタケ

0866-52-31210866-52-2632真庭市下呰部579�フクエー建材店

086-282-2100086-282-2500岡山市箕島925-1積和建設岡山�

0867-55-22090867-55-2009真庭市上河内88-1�トーコー工業所

086-255-1078086-253-7251岡山市白石193-7�アルバ・エル

086-222-7824086-231-0248岡山市青江4-8-1山陽技研�

086-525-3212086-525-3114倉敷市玉島阿賀崎1775-2�アイ設備工業

0866-82-19170866-82-1717小田郡矢掛町矢掛2539�共生

0863-81-06620863-81-0652玉野市和田1-12-16�浦川設備

086-244-5629086-241-3308岡山市新保683-15�至道工業

0867-44-47230867-44-4187真庭市勝山894�松尾水道
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　・女子一部（小学生）
　・女子二部（中学生以上）
■参加資格　アマチュアならどなたでも参加できます。
■参加費　大人�,���円　小・中学生���円
　※参加費は、申込み時にお支払いください。
■表彰　各部門の�位から�位までを表彰します。
■申込期限　平成��年�月��日�
■参加申込方法
　新見市ホームページから参加申込書をダウンロードし、
　お申込みください。
　※参加申込書のダウンロードができない場合は、市商工
　　観光課までお問い合わせください。
■申込み・問い合わせ先
　実行委員会事務局（商工観光課観光振興係）
　（������　Ｆ ＡＸ�����）

 新見市長杯ス キー・ ス ノ －ボ ー ド大会 

新 見 市
職員募集

新見市では、次のとおり職員採用候補者試験を実施します。
■試 験 日　平成��年�月�日�
■試験会場　新見市学術交流センター（新見公立短期大学内）
　　　　　　（体力検査：新見公立短期大学）
■受付期間　��月�日�～��月��日�　※当日必着

●採用職種、受験資格、人数

●受験申込書等の入手方法
　①インターネットで出力する場合
　　新見市のホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ） からダウンロードできます。
　②直接取りに行く場合
　　新見市役所総務課人事係および各支局で交付します。
　③郵便で請求する場合
　　表面に「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に宛て先を明記し、90円切手を貼った返信用封筒(長形�号)を必

ず同封のうえ、新見市役所総務課人事係までお送りください。

予定人数受験資格募集職種

若干名

・昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、または平成��
年�月末日までに卒業見込みの人 

・採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が可能な人
・身体強健で、運動機能等に障害がなく、次の条件により消防職員としての適格性を認められる人
　①身長：男性���㎝ 以上、女性���㎝ 以上　②体重：身長に比べ適当であること　③握力：
男性両手とも���以上、女性両手とも���以上　④肺活量：男性�,���㏄ 以上、女性�,���
㏄ 以上　⑤視力：矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力で、
赤色、青色、黄色の色彩の識別ができること　⑥聴力：正常で言語明瞭であること

・普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者、または取得見込の人
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となり、医師の
診断を受けて頂きますので必ず申し出ること。

消防職
（兼事務職）

※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は受験できません。 
（１）日本国籍を有しない人 
（２）地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人
　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む） 
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人　　など 

■日時　平成��年�月��日�　開会式�：��～
■会場　いぶきの里スキー場
■種目　大回転（スキー・スノーボード）
■部門　
　スキーの部
　・少年一部（小学生）
　・少年二部（中学生）
　・青年の部（高校生以上��歳未満）
　・壮年一部（��歳以上��歳未満）
　・壮年二部（��歳以上）
　・女子一部（小学生）
　・女子二部（中学生以上）
　スノーボードの部
　・男子一部（小学生）
　・男子二部（中学生以上）

参加者募集第��回新見市長杯スキー大会と第�回新見市長杯スノー
ボード大会を開催します。 みなさん奮ってご参加ください。

■申込み・問い合わせ先�〒���-����　新見市新見���番地�　新見市役所総務課人事係（������）
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　「ランニングを楽しく」をスローガンに、新春の

市街地を走り抜ける第��回新見市新春ロードレー

ス大会を次のとおり開催します。

　また、今年からファミリーの部が新設されます。

小学校低学年のお子さんもご家族と一緒にご参加

ください。

■日時　

　平成��年�月�日�　※小雨（小雪）決行　

　受付開始 �：��～  開会式 �：��～  競技開始 ��：��～

■コース

　まなび広場にいみ～新見市街地～まなび広場にいみ

■参加区分　

�ファミリーの部  （小学校�～�年生と保護者または 

　それに代わる成人のペア）

�小学生男子（�年生以上） �小学生女子（�年生以上）

�中学生男子　�中学生女子 �高校生男子

�高校生・大学生・一般女子 �一般男子Ａ（��歳未満）

�一般男子Ｂ（��歳以上） �一般男子Ｃ（��歳以上）

 ※年齢は大会当日を基準とします。

■参加費　無料

■申込期限　��月��日�　※一旦、申込みを締切り

ますが、当日の申込も可能です。

■申込み・問い合わせ先

　新見市体育協会事務局（新見市教育委員会生涯学

　習課内������）

�
�
�
�
�
�
��
申
請 
�
�

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿　
　
 

　市内の体育施設を休日に使用する場合には新見
市社会体育施設大会開催使用会議で日程の調整
を行っています。当会議では、このたび、市民のみ
なさんが、より利用しやすい施設とするため、関係
施設の使用方法等について、次のとおり、みなさ
んから意見を伺う機会を持ちたいと考えています。
　今後の円滑な施設運営のため、関係団体のみな
さんはぜひご参加ください。
※参加を希望される団体は新見市教育委員会生
涯学習課までご連絡ください。

■日時　��月��日�　��：��～��：��
■場所　憩いとふれあいの公園管理棟会議室
■対象施設
　新見市民体育館、憩いとふれあいの公園（新見
ピオーネ球場・多目的広場・ゲートボール場・グラ
ウンドゴルフ場）、新見市民運動公園（陸上競技場
兼野球場）、哲多野球場、哲多農村広場
■問い合わせ先
　生涯学習課スポーツ振興係（������）

新見市社会体育施設

運営会議 に
　　    ご 参 加ください ！

新新新新新新春春春春春春ロロロロロロ新春ロ ーーーーーーー ドドドドドドレレレレレレド レーーーーーーー スススススス大大大大大大会会会会会会ス大会

参加者募集

新設
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これからの季節これからの季節
除雪作業除雪作業にご協力をにご協力を

■内　容

　「エクセル」でデータを作り、ラベルや封筒への

印刷（差し込み印刷）に挑戦（�回連続）

■対　象

　パソコンで文字（かな・数字）を入力でき、マ

ウス操作のできる人

■日　時

　��月��日�、��日�、��日�

　昼の部　��：��～��：��

　夜の部　��：��～��：��

■会　場　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費　�����円（テキスト代は別途）

■定　員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座��月昼の部・夜の部）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入

し、ハガキまたはＦＡＸで申込みください。ま

た、まなび広場にいみ受付に申込用紙を用意し

てありますのでご利用ください。（電話では受

付できません。）

■申込締切

　昼の部・夜の部ともに

　��月�日�

■申込み・問い合わせ先

　〒���－����

　新見市新見���－�

　生涯学習課生涯学習係

　（������　ＦＡＸ�����）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

差し込み機能を
活用しよう！  1 2月

　県・市では、冬の生活道路を守るため、国・県道

および市道の除雪を行っています。

　しかし、全路線を除雪することは不可能なため、

積雪の多い市北部を中心に作業を行います。

　少しでも早い除雪に努めますが、道路幅や積雪

量によっては、作業が遅れることがありますので、

ご理解をお願いします。

■除雪作業時間

　除雪作業開始時間が、降雪状況によって真夜中に
なったり、早朝に行う可能性があります。お休みの
時間帯にご迷惑をおかけする場合がありますが、道
路交通の確保と安全のため、ご理解ご協力をお願い
します。

■路上駐車は除雪の大敵

　除雪作業の大敵となるのが路上駐車などの障害物
です。障害物があると、除雪ができなくなりますの
で、道路沿いの障害物は取り除いてください。

■自宅周辺はみなさんの手で
　除雪の際、道路の端や歩道に雪を盛り上げるこ
とがあります。自宅周辺や身近なところは、みな
さんの手で除雪をお願いします。高齢者だけの家
庭などで除雪が困難な場合は、隣近所で協力しあ
って生活道路を確保しましょう。
　また、道路の凍結防止のため、必要な箇所には
凍結防止剤を置いていますので、必要に応じてご
使用ください。
　みなさんのご協力をお願いいたします。

■問い合わせ先
 【備中県民局新見支局】
　　維持管理課　　　　　（������）
 【新見市役所】
　　維持管理課維持補修係（������）
　　大佐支局経済建設課　（������）
　　神郷支局経済建設課　（������）
　　哲多支局経済建設課　（������）
　　哲西支局経済建設課　（������）
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　地域住民やＰＴＡ関係者等で組織する「新見南中学校

建設推進委員会」では、学校のシンボルマークとなる

校章のデザインを募集しています。

■応募方法

①白地用紙（Ａ�版縦）に、縦横��センチメートルの

正方形の枠を描いた応募用紙の枠内に校章のデザイ

ンを記入

②応募用紙�枚につき�作品（複数応募可）

③応募用紙の下段に、デザインの趣旨（���字以内）、

郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、

電話番号を記載

④美郷中学校へ持参または郵送等（メール、ファック

ス不可）で応募してください。

■応募締切

　平成��年�月�日�必着

■受賞者発表

　�月下旬以降に市ホームページ、市報にいみで発表

■記念品

　○最優秀作品（�点）　：�万円相当の記念品

　○優秀作品（�点以内）：�千円相当の記念品

■応募・問い合わせ先

　〒���-����　新見市石蟹���

　美郷中学校内「校章デザイン募集」係

　（������）

��������
校章募集 ！

■問い合わせ先　

　生活環境課環境保全係（������）

　スプレー缶や卓上のガスコンロに使うカセッ
トボンベは、中身を使い切り、底面などに必ず
穴を開けてから「金属類」に分類し、出してく
ださい。
　中身が残っていると、ゴミ収集時や缶を圧縮
する際に爆発し、火災が発生する場合がありま
すので、ご協力をお願いします。
※缶に穴を開ける際には、火気のない場所で十
分に気をつけて開けましょう。

��������	

穴 を 開 け て
��������

資
源
ゴ
ミ

底面などにしっかりと穴を開けましょう
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　市役所の業務は、��月��日�から平成��年�月�日（日）まで休み

となり、この期間の取り扱いについては次のとおりです。

　なお、この期間のお問い合わせは、市役所本庁の宿直・日直、また

は各支局の日直までお願いします。

市役所の業務年 末 年 始
��月��日（土）～
�月�日（日）　

行っております。急に収集等が必要な場合は、��

月��日�までに真庭環境㈱（�����-��-����）へ

ご相談ください。

  ●出生・死亡の届け出

　出生や死亡などの届け出は、市役所本庁の宿

直・日直および各支局の日直で受け付けます。

  ●自動交付機のサービス停止

　住民票の写し・印鑑証明書自動交付機は、��月

��日�～�月�日�の間は利用できませんのでご

注意ください。

  ●市営斎場「明月苑」の利用

　市営斎場は、�月�日�・�日�は休みとなり

ます。

  ●水道管の故障

　水道管の故障については、上水道課（������）

または各支局の日直までご連絡ください。

  ●可燃ごみの収集

　年末の収集は��月��日（火）まで、年始の収集

は�月�日（月）から通常どおりに地域ごとに決

められた曜日に行います。

　なお、年末年始の収集は、ごみの量の増加によ

り収集時間が遅くなることがありますので、ご理

解をお願いします。

  ●ごみの持ち込み

　新見市クリーンセンター（ごみ焼却施設）への

可燃ごみの持ち込みについては、��月��日�・��

日�・��日�・��日�の�時～��時の間に、一般

からの受け入れを行います。（������）

　新見市処理センター（最終処分場）への埋立ご

み・粗大ごみの持ち込みについては、 ��月��日

（月）の�時～��時の間に受け入れを行います。

（������）

  ●し尿の収集

【新見（川筋を含む）・神郷・哲多・哲西の各支局管内】

　年末は、��月��日�まで収集業務を行います。

ただし、ごみ収集日程表の下欄にある申込期限ま

でに申し込んだ場合に限ります。年始は、�月�

日�から行います。新見環境�（������）へお

申込みください。

【大佐支局管内（川筋を除く）】

　大佐支局管内では、し尿収集は計画収集により

■問い合わせ先〈��月��日�～�月�日�〉

　本庁宿直・日直（������）

　大佐支局日直（������）

　神郷支局日直（������）

　哲多支局日直（������）

　哲西支局日直（������）

　市では、一人ひとりが個性や能力を発揮し、輝くことの

できる男女共同参画社会の早期実現に向け 「男
ひと

   と 女  
ひと

のハーモニー」をテーマに、次のとおりフォーラムを開
催します。　みなさんのご来場をお待ちしています。

■日時　平成��年�月��日�　開場��：��  開会��：��
■場所　まなび広場にいみ小ホール
■内容　講演（��：��～��：��）

　＜講師＞
　山口短期大学准教授　　　 山  崎 　 凱  千 さん

やま さき よし ゆき

　元山口芸術短期大学講師　 山  崎  喜  久  子 さん
やま さき き く こ

　＜演題＞
　「みす ・ゞ思いやりの心」～歌って 楽しく 美しく～
　※金子みすゞの詩による歌やフルート、ピアノで
の演奏を交えながら、思いやりの心、美しく生
きることについて講演されます。

■入場料　無料
■申込方法　事前の申込みは必要ありませんので、
みなさん奮ってご参加ください。
■問い合わせ先
　企画課企画広報係（������）
　男女共同参画プラザ（������）

男女共同参画社会づくり フ ォ ーラム

～男と女 の ハ ーモ ニ ー ～
ひと

ひと

夫妻
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た
料
理
を
自
己
満
足
し
な
が
ら

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
年
連
れ
添
っ
た
私
の
妻
は
、

今
年
の
春
に
黄
泉
の
国
へ
と
旅

立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡
き

妻
か
ら
は
漬
物
の
作
り
方
し
か

学
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
こ
の
男
性
料
理
教

室
で
し
っ
か
り
と
腕
を
磨
き
、

一
週
間
に
一
品
程
度
は
腕
を
振

る
っ
て
、
妻
の
仏
前
に
供
え
、

近
況
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、

残
さ
れ
た
家
族
の
食
卓
に
も
載

せ
、
話
題
提
供
と
家
族
団
ら
ん

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

七
十
の
手
習
い
を
始
め
た
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
 
熊  
谷 
公
民
館
主
催
の
「
わ
い

く
ま 

た
に

わ
い
男
性
料
理
教
室
」
に
新
入

生
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
息
子
の
妻
が
用
意
し
て
く

れ
た
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
手

に
、
多
少
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
献
立
は
、
炊
き
込
み

ご
飯
、
サ
バ
の
味
噌
煮
、
春
雨

サ
ラ
ダ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
お
や

つ
煮
で
し
た
。
サ
バ
の
味
噌
煮

で
は
、
味
噌
、
醤
油
は
後
か
ら

入
れ
る
こ
と
、
落
と
し
蓋
を
し

て
煮
る
こ
と
な
ど
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
食
材
、
調
味
料
の
特

性
を
活
か
し
た
調
理
法
や
人
間

の
知
恵
に
感
動
し
て
い
る
と
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

『七十の手習い』

 上  田 　皐   さん

うえ だ すすむ

〔下熊谷〕��歳

農業

提案＆お便りの送り方

�１０月号で配布した専用用紙ま
たはハガキに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書
いてお送りください。
�専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（来年の３月末まで使用でき
ます）
�ファックス、電子メールでも
受け付けていますのでご利用
ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
に

は
、
匿
名
扱
い
も
可
能
な
の
で
、
用
紙

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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 中  山   広 文   さん（��歳）

なか やま ひろ ふみ

岡山市（出身：哲西町矢田）
岡山県立倉敷天城中学校

音
と
は
い
か
に
も

不
思
議
で
す
が
、

確
か
に
そ
う
聞
こ
え
る
の
で
す
。

目
に
見
え
る
光
景
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
ろ
う
と
、
目
を
閉
じ
た
と
き
聞
こ
え

る
音
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
時
折

実
家
に
帰
り
、
目
覚
め
た
と
き
に
実
感
す
る

私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

老
い
た
母
は
町
内
の
み
な
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
野

菜
作
り
に
ち
ぎ
り
絵
、
編
み
物
…
と
毎
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
人
の
絆
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
昔
と

変
わ
り
な
く
隣
人
を
気
遣
う
人
の
ぬ
く
も
り
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
地
を
聞
か
れ
る
と
「
阿
哲
郡
哲
西
町
で
す
。 」

と
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
地

図
の
上
か
ら
も
消
え
て
し
ま
っ
た
「
ア
テ
ツ
グ
ン
」

の
響
き
に
は
県
北
ふ
る
さ
と
へ
の
郷
愁
が
に
じ
み
出

ま
す
。

　

哲
西
町
を
離
れ
て　

年
。
ふ
る
さ
と
の
川
も
田
ん

３０

ぼ
も
昔
の
光
景
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
「
音
の
風
景
」
が
好
き
で
す
。

私
の
「
音
の
風
景
」
は
朝
、
布
団
の
中
で
何
度
と
な

く
耳
を
澄
ま
し
た
音
。「
が
た
ご
と
ん　

が
た
ご
と
ん

…
…
」
と
い
う
芸
備
線
の
線
路
の
音
と
、
積
雪
の
音
。

雪
の
降
り
積
も
る
音
は
ど
ん
な
音
か
と
県
南
育
ち
の

妻
は
聞
き
ま
す
が
、
強
い
て
言
え
ば
「
し
ぃ
ん
」
と

い
う
音
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
し
ぃ
ん
」
と
し
た

★

Hello everyone!
　My name is Mosher Kevin and I am from the 
city of Vancouver in Canada.  Vancouver is 
famous for its pristine nature, excellent seafood 
and Whistler ski resort, which will host the 2010 
Winter Olympics.  In university I majored in 
Political Science and International Political 
Economy.  My hobbies include playing sports 
(baseball, ice hockey and snowboarding are my 
favorites) backcountry camping, making travel 
videos and learning about other cultures.  I have 
traveled all over North America, Europe and Iﾕve 
been to Asia twice. 
　I very much look forward to living in Niimi!  
The river and mountains are beautiful, my 
students and coworkers are great, and the people 
here have made me feel very welcome.  Feel free 
to talk to me anytime! But please donﾕt ask me to 
try the natto!  
Yoroshiku onegaishimasu!

モ
ッ
シ
ャ
ー
・
ケ
ビ
ン
さ
ん

カ
ナ
ダ　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
身

新
見
第
一
中
、
熊
谷
中
に
勤
務

　みなさん、こんにちは！
　私はカナダのバンクーバー出身のモッシャー・ケビ
ンといいます。バンクーバーは昔ながらの自然や素
晴らしい魚介類、そして２０１０年の冬季オリンピックで
競技会場となるウィスラースキーリゾートなどが有
名です。私は大学で政治学と国際政治経済学を専攻
していました。趣味は、スポーツ（特に野球、アイス
ホッケー、スノーボードが得意です）をすることや、
秘境の地でのキャンプ、旅行用ビデオの作成、異文化
の研究などです。北アメリカやヨーロッパのあらゆ
る所を旅行しましたし、アジアに来るのも今回で２回
目になります。
　私は新見で生活することを本当に楽しみにしてい
ました。自然も美しく、生徒や同僚も素晴らしいうえ
に、ここの人たちは私をとても歓迎してくれています。
遠慮無くいつでも私に声を掛けてください。でも「納
豆食べてみる？」というのだけはご勘弁を…！
　ヨロシクオネガイシマス！
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冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
ま
す
。し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

★
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

　

か
ぜ
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、

寒
気
、
微
熱
な
ど
の
症
状
が
徐
々
に
現
れ
、
長

く
そ
の
症
状
が
続
き
ま
す
。

　

一
方
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
熱
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
、
頭
痛
、
強
い
悪
寒
な
ど
の
症
状
が
体
全

体
に
急
激
に
現
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
は
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
に

く
く
、
本
人
や
周
囲
の
家
族
な
ど
も
気
づ
か
な

い
う
ち
に
肺
炎
等
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
呼
吸
器
、

心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
も
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。

　

乳
幼
児
は
大
人
に
比
べ
て
気
管
支
が
未
熟
な

う
え
、
免
疫
力
も
弱
い
た
め
、
感
染
症
に
か
か

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
周
囲
の
家
族
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

乳
幼
児
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う　
！！

●
流
行
時
は
、
で
き
る
限
り
人
混
み
の
中
に
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発
症
し
て
い
る
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
、

十
分
な
睡
眠
と
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

●
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぎ
、
の
ど
の
乾
燥
を
抑
え
る
な
ど
、
粘
膜
の

防
御
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
帰
宅
後
は
必
ず
う
が
い
と
手
洗
い
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
　

う
が
い
を
す
る
こ
と
で
の
ど
を
清
潔
に
保

ち
、
ウ
イ
ル
ス
侵
入
の
機
会
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
手
洗
い
は
手
に

付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も

可
能
で
す
。
水
を
流
し
な
が
ら
石
け
ん
を
使

っ
て
丁
寧
に
手
を
洗
い
、
清
潔
な
タ
オ
ル
で

拭
き
ま
し
ょ
う
。

●
部
屋
の
温
度
・
湿
度
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

室
温
は
、
か
ら
だ
が
快
適
に
感
じ
る　

℃
２０

前
後
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
室
内
が
乾

燥
し
て
い
る
と
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
が
傷
み
や

す
く
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
力
が
弱
ま
り
、

感
染
し
や
す
く
な
る
た
め
、
湿
度
は　

〜　
５０

６０

パ
ー
セ
ン
ト
に
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
部
屋
を
閉
め
き
っ
て
い
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
が
浮
遊
し
て
い
る
状
態
が
長
く
続
く
こ

と
か
ら
、こ
ま
め
に
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

体
が
疲
れ
て
い
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
病
気
に
も
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
疲
れ
を
と
る
た
め
に
は
、

十
分
な
休
養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
　

１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
と
り
、
卵
や

豆
腐
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
と
摂

取
す
る
こ
と
で
、
抵
抗
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
！

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
流
行
し

や
す
い
時
期
を
考
慮
し
、
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
よ
っ

て
接
種
回
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主

治
医
と
相
談
の
う
え
、
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た

ら
、早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
�
�
�
�
）

イ ンフ ルエンザを防ぎましょう！！

《健康増進計画イメージ
  キャラクター》

ニッヒーくん★
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

担当病院

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健

施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日、��月��日
　　　　　 �～�月�日�
診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

��月�日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 河本病院(内・外)  �0867-55-2121
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

��月��日（日）
新見市　太田病院 �72-0214   
庄原市　こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 金田病院(内・外)  �0867-52-1191
真庭市　石賀医院（内） �0867-66-3041

��月��日（日）
新見市　渡辺病院 �72-2123
庄原市　東城病院　 �08477-2-2150
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市　まにわ整形外科（外） �0867-42-7300
真庭市　さとう医院（外） �0866-52-9898

��月��日（火）
新見市　太田病院　 �72-0214    
庄原市　瀬尾医院　 � 08477-2-0023
真庭市　落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市　近藤病院（外） �0867-44-2671
真庭市　人見医院（内） �0867-44-2133

��月��日（日）
新見市　長谷川紀念病院 �72-3105
庄原市　こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市　杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市　さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

��月��日（月）
庄原市　細川医院 �08477-2-0054
真庭市 金田病院(内・外)  �0867-52-1191
真庭市　米田医院（内） �0867-44-2132

��月��日（火）
庄原市　東城病院 �08477-2-2150
真庭市　近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市　本山医院（内） �0867-52-1551

��月��日（水）
新見市　渡辺病院 �72-2123
庄原市　こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 河本病院(内・外)  �0867-55-2121
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）
※��月��日�、��日�は休診

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　午前�時から午後�時　

内科

歯科

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　�歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）
　　　　座談会、育児相談
持参するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

��：��～��：��新見市保健福祉センター月��月��日

●3～4か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��新見市保健福祉センター水��月��日

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火�月�日

●9～１０か月児健康診査

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火��月�日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火��月��日

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血

受付時間会　　場曜日月　日

�：��～��：��新 見 消 防 本 部

金��月��日
��：��～��：��

山 村 開 発 セ ン タ ー
��：��～��：��

��：��～��：��備 中 県 民 局 新 見 支 局

※詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。 
※対象地区の詳しい地区割りについては、検診が近づきましたらお知らせします。

●乳がん検診（集団検診）

受付時間会　　場曜日月　日

��：��～��：��
��：��～��：��

新 見 商 工 会 議 所

月��月�日

火��月�日

水��月��日

木��月��日

金��月��日

��：��～��：��
井 倉 市 民 セ ン タ ー月��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
豊 永 市 民 セ ン タ ー火��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
草 間 市 民 セ ン タ ー水��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
��：��～��：��

新見市保健福祉センター

木��月��日

金��月��日

月��月��日
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「
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
シ
ン
ポ 

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
！

　

備
中
県
民
局
で
は
、
〜
「
子
育

て
カ
レ
ッ
ジ
」
の
求
め
る
も
の
〜

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
よ
り
良

い
大
学
・
地
域
・
行
政
の
協
働
」

の
あ
り
方
・
可
能
性
を
テ
ー
マ
に

子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

■
場
所　

岡
山
県
立
大
学　

講
堂

　
　
　
　

総
社
市
窪
木
�
�
�

■
内
容

　

�
記
念
講
演

　

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

�
模
擬
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
健
康
福
祉
部

　

福
祉
振
興
課
子
育
て
支
援
班

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

〔
初
級
英
語
〕 

す
ぐ
使
え
る
英
会
話 
開
催
！

　

英
語
再
挑
戦
の
人
も
含
め
、
分

か
り
や
す
い
文
法
説
明
や
す
ぐ
に

使
え
る
英
単
語
、
英
会
話
を
多
く

取
り
入
れ
た
実
践
英
語
を
目
指
し

ま
す
。

　

英
語
に
質
問
・
疑
問
の
あ
る
人
、

大
歓
迎
で
す
。

■
開
催
日
時

　
　

月
�
日
�
、　

日
�
、
�
月

��

��

　
　

日
�
、　

日
�
、�
月
�
日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

�
階
学
習
室

■
講
師　
 
山  
川  
哲  
男 
先
生

や
ま 
か
わ 
て
つ 

お

■
内
容　

す
ぐ
使
え
る
英
会
話
、 

　

外
国
の
風
習

■
参
加
費　

無
料

■
対
象
者　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

　

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
　

ま
な
び
広
場
に
い
み
受
付
と

　

団
体
活
動
室
に
用
意
し
て
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
申
込
み

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

新
見
公
民
館

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
民
館
（
�
�
�
�
�
�

　

・
�
�
�
�
�
）

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」 

参
加
者
募
集

　

新
見
高
等
学
校
で
は
、
小
学
校

�
年
生
か
ら
�
年
生
を
対
象
に
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　

�
時
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

�
階
創
作
室

■
内
容

　

モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
二
輪
カ
ー

　

お
よ
び
リ
モ
コ
ン
の
作
成

■
募
集
対
象

　

小
学
校
�
年
生
か
ら
�
年
生

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

名
��

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
高
等
学
校
（
北
校
地
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

心
の
健
康
相
談
の 

ご
案
内

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
毎

月
第
�
・
第
�
木
曜
日
（
変
更
す

る
場
合
あ
り
。
�
月
は
第
�
・
第

�
木
曜
日
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
気
分
が
落
ち
込
む
、
何
を
す
る

の
も
お
っ
く
う
。」「
物
忘
れ
が
激

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税３期 
　＜納期限：１２月２５日＞
■国民健康保険税６期 
　＜納期限：１２月２５日＞
■介護保険料６期
　＜納期限：１２月２５日＞
■後期高齢者医療保険料６期
　＜納期限：１２月２５日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 407人（－４２人）
　　男　　16， 866人（－１９人）
　　女　　18， 541人（－２３人）
　出生…１５人　　転入…２４人
　死亡…３３人　　転出…４９人
　世帯数　13， 115世帯（１６世帯）
　 （平成２０年１０月末日現在）
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し
い
。
も
し
か
し
て
認
知
症
？
」

「
人
の
視
線
が
気
に
な
る
。」な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

思
春
期
の
心
の
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所　

新
見
保
健
所

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

　

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
新

見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

  
新
見
保
健
所
保
健
課

 
（
�
�
�
�
�
�
）

岡
山
県
最
低
賃
金 　

月　

日 

１０

１８

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

岡
山
県
内
の
全
産
業
全
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
岡
山
県
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
制
度
と
は
…

　
　

最
低
賃
金
法
に
基
づ
い
て
国

が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
制
度
で
す
。

○
最
低
賃
金
に
は
…

　
　

地
域
別
最
低
賃
金
と
特
定
最

低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

　
　

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
産
業

や
職
種
に
関
わ
り
な
く
、
当
該

都
道
府
県
内
の
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
　

特
定
最
低
賃
金
は
、
各
都
道

府
県
の
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

決
定
さ
れ
、
県
内
で
は
「
岡
山

県
耐
火
物
製
造
業
」
等
�
業
種

の
特
定
最
低
賃
金
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て
も
、

　

月
に
改
定
予
定

��
■
改
定
賃
金

　

�
�
�
円
（
時
間
額
）

■
効
力
発
生
日　

　
　

月　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　

室
（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�

　

�
�
�
）

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

　

督
署

新見市立新見図書館 ������

学術交流センター図書館 ������

哲西図書館 ������

風広場おおさ図書コーナー ������

やまびこ広場神郷図書コーナー ������

○クリスマスこどもお楽しみ会　　

　日時　��月��日�　��：��～��：��

　内容　読書ボランティア・新見公立短期大学ボランティア部のみ

なさんによる絵本の読み聞かせ・紙芝居、手あそびなど。

○こども映画会

　日時　��月��日�　��：��～��：��

　内容　アニメ「にんじん」ほか

○新春マジックショー

　日時　�月�日�　��：��～��：��

　内容　子どもから大人まで楽しめる不思議なマジック

　演技　ミスター・サンロックさん　　　　　

○ブックスタート

　日時　�月�日�　乳児健康診査（�～��か月）時

　　　　��：��～��：��

　会場　新見市保健福祉センター（金谷）�階　プレイルーム

　対象　乳児（平成��年�月出生児）と保護者

　内容　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者に伝えなが

ら、絵本などが入ったブックスタートパックをお渡しします。

　担当　新見ブックスタートの会

○ヨムヨム巡回展示 i n 新見図書館

　内容　岡山県立図書館の児童書全点収集の展示（�月～�月収集）

　　　　児童図書の選定や読み聞かせ本の選定の参考にしてください。 

　日時　��月��日�～��日�　�：��～��：��

　　　　ただし、��日�は��：��～��：��、��日�は�：��～��：��

　　　　※��日は県立図書館職員が説明します。また、県立図書館

　　　　の利用者登録も受け付けます。

��月の休館日　�日�／�日�／��日�／��日�／��日�／��日�／

　　　　　　　��日�～��日�

�月の休館日　�日�～�日�／��日�／��日�／��日�／��日�

◎年末年始休館のお知らせ

　��月��日�ら�月�日�まで年末年始のため休館します。この間、

　図書などの返却はできるだけお控えください。

　なお、新年は�月�日�から開館します。

　休館日　毎週水曜日　祝日

　年末年始休館日　��月��日�から翌年�月�日�まで

　臨時休館日　��月�日�、�日�

○子ども映画会　��月��日�　��：��～「ななみちゃん�」 

○おはなし会　　��月��日�　��：��～　 

　年末年始休館日　��月��日�～�月�日�

　休館日　毎週月曜日

　年末年始休館日　��月��日�から翌年�月�日�まで

　　　　

　休館日　毎週木曜日

　年末年始休館日　��月��日�から翌年�月�日�まで

改定前改定後

��������
時間額

��������

��������
��������

��������
効　力
発生日
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お
か
や
ま
自
殺
予
防
と
自
死

遺
族
支
援
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
0
8

　

自
殺
予
防
全
国　

精
神
保
健
福

��

祉
セ
ン
タ
ー
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、�
悲
し
み
を
安
心
し
て
は

き
出
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
�

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
標
記
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

��

��

��

��

　

分
〜　

時
��

■
場
所　

岡
山
衛
生
会
館　

三
木

　

記
念
ホ
ー
ル

　

岡
山
市
古
京
町
� 
― 
� 
― 　
��

■
内
容

・
基
調
講
演（　

時　

分
〜　

時
）

��

��

��

　

〈
講
師
〉 

重  
松 　
 
清 
さ
ん

し
げ 

ま
つ 

き
よ
し

　

〈
演
題
〉「
こ
と
ば
の
力
」

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

（　

時
〜　

時
）

��

��

　

「
自
殺
予
防
対
策
と
自
死
遺
族

　

支
援
」
〜
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る

　

こ
と
と
具
体
的
協
働
〜

・
個
別
総
合
相
談

　

（　

時
〜　

時
）

��

��

　

心
の
悩
み
・
う
つ
病
相
談
、
借

　

金
等
多
重
債
務
相
談
、
過
重
労

　

働
・
職
場
の
悩
み
、
い
じ
め
相

　

談
・
子
ど
も
の
人
権
相
談

※
当
日
、
個
別
相
談
を
受
け
付
け

　

ま
す
。

■
定
員　

�
�
�
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
岡
山
県
精

　

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題 

啓
発
週
間

　
　

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で

��

��

��

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す
。

　

北
朝
鮮
か
ら
帰
国
し
た
�
名
を

除
く
拉
致
被
害
者
の
安
否
に
つ
い
て

は
、
未
だ
北
朝
鮮
当
局
か
ら
納
得
の

い
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
政
府
と
し
て
は
、
北
朝
鮮

側
に
対
し
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

安
全
確
保
と
即
時
帰
国
、
真
相
究

明
お
よ
び
拉
致
実
行
犯
の
引
き
渡

し
を
強
く
要
求
し
て
お
り
、
北
朝

鮮
側
か
ら
納
得
で
き
る
対
応
が
な

い
場
合
に
は
、
わ
が
国
と
し
て
厳

し
い
対
応
を
と
る
方
針
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
緊
急
か
つ
国
民
的
課

題
で
あ
る
「
日
本
人
拉
致
問
題
」

の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対

処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
法
務
省
、
警
察
庁
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署 （
�
�
�
�
�
�
）

新
見
公
民
館「
健
康
ア
ッ
プ

講
座
」の
ご
案
内

　

新
見
公
民
館
で
は
、
健
康
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時
〜　

時　

分　

��

��

��

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み　

小
ホ
ー

　

ル
■
講
師

　
 
吉  
田  
俊  
明  
さ
ん

よ
し 

だ 

と
し 

あ
き

　

（
げ
ん
き
広
場
に
い
み
）

　

（
日
本
体
力
医
学
会
健
康
科
学

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ス

ポ
ー
ツ
医
学
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
日
本
体
育
協
会
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
、
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
強
化
ス
タ

ッ 
フ
）

■
講
演

　

「
筋
力
ア
ッ
プ
が
ア
ン
チ
エ
イ

　

ジ
ン
グ
の
第
一
条
件
」

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
民
館
（
�
�
�
�
�
�

　

・
�
�
�
�
�
）

　

哲
多
町
本
郷
の 
利  
済  
寺 
は
、
猿
滝
城
主
の
菩
提
寺
で
、

り 

さ
い 

じ

も
と
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
寛
文　

年
（
１
６
７
２
年
）

１２

に
曹
洞
宗
に
改
宗
し
ま
し
た
。
夫
婦
カ
ヤ
は
、
こ
の
寺
の

山
門
の
前
に
あ
り
、
枝
張
り
は
両
木
と
も
に
東
西
約　

メ
１５

ー
ト
ル
、
南
北
約　

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
は
雄
木　

メ
ー
ト

１８

１６

ル
、
雌
木　

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
樹
齢
は
推
定
５
０
０

１５

年
で
、
県
下
の
カ
ヤ
（
雄
雌
で
）
と
し
て
は
第
１
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
樹
の
実
は
、
菓
子
の
原
料
や
薬
用
な
ど
に
使

わ
れ
た
ほ
か
、
昭
和
３
年
に
は
昭
和
天
皇 
大
嘗
祭 
の
供
物

お
お
に
え
の
ま
つ
り

と
し
て
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
６
月
１
日
に
市
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
文

５３

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。  

利  
済  
寺 
の

り 

さ
い 

じ

夫
婦
カ
ヤ

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

夫婦カヤ
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新見市西方���番地

（������）

月��������・・���

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽���番地

（������）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間��：��～��：��
休 館 日�月・火曜日（��～�月） 、������～����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（��円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一般…���（���）円　高校生・市外の中学生…���（���）円
　市外小学生…���（���）円　（　 ）内は１５人以上の団体料金
※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で無料

　

新
見
美
術
館
は
故 
横  
内  
正  
弘 
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
約
�
�
�
点
の
美
術
品
を
も
と
に
、
地
域
文

よ
こ 
う
ち 
ま
さ 
ひ
ろ

化
の
向
上
を
め
ざ
し
平
成
�
年
に
開
館
、平
成　

年　

月
�
日
で
開
館　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

��

��

��

　

こ
れ
ま
で 
富  
岡  
鉄  
斎 
の
作
品
を
中
心
に
近
・
現
代
の
日
本
画
、郷
土
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
、洋
画
家
、工

と
み 
お
か 
て
っ 
さ
い

芸
家
の
作
品
な
ど
を
収
集
し
、現
在 
で
は
� , 
�
�
�
点
余
り
の
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。 

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
�
�
�
�
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
で
は
「
新
春
を
祝
う
」を
テ
ー
マ
に
、
館
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
新

春
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
、
雄
大
な
富
士
の
姿
を
描
い
た 
奥  
村  
厚  
一 
の
《 
霊  
峰  
御  
映 
》
や 
青  
木  
大  
乗 
の

お
く 
む
ら 
こ
う 
い
ち 

れ
い 
ほ
う 
ぎ
ょ 
え
い 

あ
お 

き 

だ
い 
じ
ょ
う

《
富
士
山
》、
来
年
の
干
支
で
あ
る
丑
を
テ
ー
マ
に
し
た
置
物
、 
楠  
部  
彌  
弌 
の《 
豊  
牛 
》、
吉
祥
を
テ
ー
マ
に

く
す 

べ 

や 

い
ち 

ほ
う 
ぎ
ゅ
う

し
た
富
岡
鉄
斎
の
《 
蓬  
�  
山  
図 
》、
お
正
月
ら
し
い
華
や
か
な
茶
碗
、 
三  
浦  
竹  
軒 
の
《 
仁
清
写
色
絵
扇
流  

ほ
う 
ら
い 
さ
ん 

ず 

み 

う
ら 
ち
っ 
け
ん 

に
ん
せ
い
う
つ
し
お
う
ぎ
な
が
し

 
図  
茶  
碗 
》な
ど
、お
め
で
た
い
作
品
、縁
起
の
良
い
作
品
を
精
選
し
、み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ず 

ち
ゃ 
わ
ん

行 事 予 定

※��月��日�の祝日は開館

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日、������～����

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
�
�
�
��
P 
a 
r 
t
Ⅱ

���
�
�
�
�
��
�
会
期
▼　

月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

��

 蓬  �  山  図 
ほう らい さん ず

木��/�
●心配ごと相談　哲多総合センター・新砥公民館・夢ひろば
萬歳　�：��～��：��
●ひとり暮らし・高齢者の集い　保健福祉センター　��：��
～��：��

金�

土�
●新見市ソフトボールフェスティバル　ピオーネ球場ほか
　�：��～
●新見市婦人大会　まなび広場にいみ　�：��～

日�

●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：�� 
●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～月�

●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～火�
●新見市議会一般質問　市役所議場　��：��～水��
●新見市議会一般質問（予備日）　市役所議場　��：��～木��
●交通事故相談　総合福祉センター　��：��～��：��
●経済建設常任委員会　議員控室　��：��～金��
●ＮＨＫ「真打ち競演」公開録音　まなび広場にいみ
　��：��～土��

日��
●文教常任委員会　議員控室　��：��～月��
●市民生活常任委員会　議員控室　��：��～火��
●心配ごと相談　総合福祉センター　��：��～��：��
●法律相談（要予約）　総合福祉センター　��：��～��：��
●合同相談　総合福祉センター　��：��～��：�� 
●総務常任委員会　議員控室　��：��～

水��

●ラストワンマイル事業調査特別委員会　議員控室　
　��：��～木��

金��
●キャンドルナイト in にいみ　太池邸　��：��～��：��土��

日��
●��月市議会定例会閉会　市役所議場　��：��～月��

火��

水��

木��

金��

土��

日��

月��

火��

水��

木�/�
●新見市成人式　まなび広場にいみ　��：��～金�
●第��回新見市新春ロードレース大会　市内　�：��～土�

日�
●心配ごと相談　哲多総合センター・新砥公民館・夢ひろば
萬歳　�：��～��：��月�

火�
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　�：��～��：�� 
●心配ごと相談　総合福祉センター　��：��～��：��水�

　��月��日に開催した第�回炎の祭（秋の縄文野焼き祭り）

で焼成した縄文土器や願い地蔵などの作品展を開催します。

　当日は好天にも恵まれ、抜けるような爽やかな秋空のもと、

縄文野焼きの炎も勢いよく燃え盛りました。参加者は大道芸

の踊りなどの情熱的な舞台に酔い、地元のみなさんによる心

尽くしの食べ物に舌鼓を打ち、法曽の自然とアートが融合し

た秋の祭典に感動していただけたものと思います。

　太陽の熱と地上の炎に焙られながら、力を合わせて焼き上

げる縄文野焼き。光と風と大地と炎に身を委ねて縄文の心を

体感する中から生まれた作品群をどうぞご覧ください。

��月�日�～��月��日�まで

 「秋の縄文野焼き
祭り作品展」

�第�回炎の祭縄文野焼きの様子
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��この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

★�月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

今今月月、、満１歳になる満１歳になる
子どもたちです子どもたちです。。
これからも元気でこれからも元気で
大きくなっ大きくなってねてね！！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒���－����
　新見市新見���－�
　新見市総務企画部企画課
　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�
　　　　　　　　����������	

　携帯電話でもご覧になれます

��月号
平成��年��月�日　No.��

お
た
んじ
ょうび

おめ
でとう！

お
た
んじ
ょうび

おめ
でとう！

●今年も残すところあと�か月となり

ました。この�年を振り返ってみると、

さまざまな出来事が頭の中に浮かんで

は消え…。そんな回想を楽しみながら

原稿を作りました。月日が流れるのは

本当に早いものですね。

　市内で行われる様々なイベントなど

を取材し、みなさんにホットな話題を

お届けしましたが、来年はさらに内容

を充実し、これまで以上に読みやすく、

わかりやすい「市報にいみ」の製作を

目指します！　

こちら
編集室

新見市別所アウトドアスポー 
ツセンターを��月�日�から
平成��年�月��日�まで、冬
季休館といたします。

■問い合わせ先
　商工観光課観光振興係��������

新見市別所アウトドア
ス ポーツセン ター

冬季休館
のお 知ら せ

 島  上 　 瞬  ちゃん
しま がみ しゅん

（神郷釜村／12・14生）

 谷  口   陸  人  ちゃん
たに ぐち りく と

（唐松／12・16生）

 市  川   碧 生    ちゃん

いち かわ あお い

（新見／12・23生）

 �  田   拓 実   ちゃん

さこ だ たく み

（西方／12・29生）

 伊  東   美  咲  ちゃん
い とう み さき

（菅生／12・６生）

 三  舩   梨  愛  ちゃん
み ふね り あ

（正田／12・３生）

 伊  達   礼  真  ちゃん
だ て らい しん

（唐松／12・４生）


